






















































































































































日付 作業内容 場所 メンバー
２０１３年１１月 事前調査 コンケン、チェンライ A B
２０１４年
１月 事前調査 チェンマイ A B
２月 動画プロトタイプ作成と配信 Aの任地 A
３月 プロジェクトの企画・立案 各任地 A B
４月上旬～ プロジェクト始動動画作成／編集／アップロード／配信／広報 各任地 A B
４月下旬 第１回プロジェクトミーティング JFBKK A B C
５月～ 毎週２回の動画配信開始 各任地 A B
７月 第２回プロジェクトミーティング JFBKK A B C
１２月 第３回プロジェクトミーティング JFBKK A B C
２０１５年
２月下旬 動画配信終了 各任地 A B
３月下旬 第４回（最終）プロジェクトミーティングプロジェクト終了 JFBKK A B C















































カテゴリー 本数 カテゴリー 本数
①文型 １５ ⑨書く ６
② Team Teaching １５ ⑩クラスコントロール ５
③動詞 １０ ⑪カタカナ ２
④ひらがな ８ ⑫やりとり ２
⑤話す ８ ⑬文化 １
⑥教材 ８ ⑭聞く １
⑦ことば ７ ⑮読む １

































































































































質問項目 １ ２ ３ ４ ５ 平均
内容（１．不満足～５．満足） ０ ０ ７ ３５ ６０ ４．５２
動画の説明のわかりやすさ（１．不満足～５．満足） ０ ０ ６ ３１ ６５ ４．５８
実際に授業で使っているか（１．全然使わない～５．よく使う） ３ １０ ２１ ２８ ２０ ３．６３
役に立っているか（１．全然役立たない～５．とても役立つ） １ １ ５ ３４ ６１ ４．５０
更新頻度（１．不満足～５．満足） ０ １ １１ ３４ ５６ ４．４２
表１６ 「見る！日本語の教え方」利用満足度
内容、動画の説明の分かりやすさ、更新頻度については、「５．満足」を選択した回答者が最
も多かった。また、動画が役立つとした回答（４と５）は９割にのぼった。一方で、その動画
を見た上で、実際に授業実践につなげているかについては、４を選んだ回答者数が最頻値であ
るものの、平均値は３点台後半にとどまった。
オンラインアンケートの最後には、自由記述の欄を設けた。その自由記述では、①配信動画
で特に印象に残っているものと、②配信動画への意見と今後の要望を書いてもらった。①の記
述は、文字、Team Teaching、アイスブレーキング、教科書に準拠した活動と多岐にわたり、
特定の動画のみに回答が集まることはなかった。②では、「インターネットで見られるから便
利」「実際に使える」「簡単でわかりやすい／理解しやすい」「実際の様子が見られてよかった」
「新しいアイディアが得られた」といった好意的な意見が多数あった。また、「これからも続
けてほしい」「細かい項目でのアイディアがほしい」といった要望や、「自分の生徒には合わ
ないときがあった（レベル・人数など）」という回答が少数ではあるが見られた。
５．３ プロジェクトの過程で感じた課題
多くのユーザーに動画を視聴してもらえた一方で、プロジェクトの過程で感じた課題がいく
つかあった。主なものは、①映像化の難しさ、②視聴者ニーズの把握の難しさ、③動画作成者
の意図とユーザー（教師）の解釈の齟齬の３点である。
①については、使用機材によるものや、動画作成の専門ではないプロジェクトメンバーのス
キルの限界だと考えられる。また、活動を撮影する段階において、本来の授業の臨場感がなく
なってしまうことも多々あった。その結果、机上の案を映像化できなかったり、撮影を試みた
ものの、途中で作成や編集を断念したりした数は少なくない。
②のニーズ把握の難しさについては、作成時によいものができたと思った動画の反響（動画
の再生回数、Facebookでシェアされた回数）がよくなかったり、受け入れられるか自信のな
かった動画が、再生回数が短期間に大きく伸びたりし、何が求められているのか読めなかった
点である。しかし、工夫した点で既述したように、多様な動画作成の試みを行なったことが、
より多くのユーザー獲得に繋がったとも言える。
「見る！日本語の教え方」プロジェクトの実践
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③は活動が複雑化するほどこの傾向は強かった。動画配信期間に、常時行なったユーザ （ー教
師）への聞き取りによると、講義形式の授業しかしたことがない教師にとっては、動画で提示
された活動意図が不明だったり、動画を観た教師が紹介されたアイディアを授業で実践した際
に、教材に記載のある日本語をタイ語に必要以上に翻訳したりするケースがあるようだった。
これら課題は、今後の動画作成において、十分に考慮すべき点だと思われる。
５．４ 今後の課題と展望
本プロジェクトを通して、タイ各地の中等教育機関で日本語を教えている、多様なバックグ
ラウンドを持つより多くの日本語教師への支援が行なえたと考えている。また、プロジェクト
立案時に目的とした「タイ人日本語教師への教授法支援」と「日本語パートナーズ／日本人日
本語教師への教授法支援」が、これまで課題となっていた教師研修や巡回指導における限界を
超え、多くの教師、特にタイ人教師に対する効果的な支援ができたことは大きな成果と言える。
それに加え、タイ国外の幅広い国と地域の日本語教師支援ができたことは ICTを活用した結
果であろう。
動画の有用性という点からは、たとえ教師が実践したことが無い授業活動でも、動画を見る
だけで活動のイメージを得やすいといった提供素材の効果を確認することができた。しかし、
５．３で述べたように、通常の授業活動は教師と学習者のインタラクションに基づくダイナミッ
クな変化の中で行なわれるため、動画によっては、撮影のためだけに「設定された」教室環境
で、本来の授業実践に含まれるダイナミックさが失われてしまうことが確認された。その失わ
れたダイナミックさをどのように克服すべきかは、検討課題である。また、紙媒体の教師用指
導書やクラス活動集と比べると、活動意図や手順などの情報量が制限されることもあった。そ
のため、紙媒体のリソースと動画の相互補完的な提供素材の可能性も模索したい。
アンケート結果からも課題が明らかになった。それは、動画への満足度も高く、役立つとし
た回答は全体の９割だったにも関わらず、授業で実践しているとした回答は７割にとどまった
点である。この差異は、今後、聞き取り調査などで原因を究明する必要がある。また、今回は
プロジェクトメンバーのみによる動画作成と配信を行なったが、今後、より多くの教師が自ら
の実践やアイディアを投稿できるような動画投稿サイトや、より現地化に特化するのであれば、
タイ人教師による、タイ人教師の目線にもとづいた動画作成も考えられるであろう。
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〔注〕
（１）国際交流基金日本語国際センター・放送大学「NIHONGO STARTER A1」
<http://nsa1.chilobook.net> ２０１５年１０月３１日参照
（２）国際交流基金関西国際センター「まるごと＋（まるごとプラス）」
<http://www.marugoto.org> ２０１５年１０月３１日参照
（３）国際交流基金関西国際センター「NIHONGO eな」
<http://nihongo-e-na.com> ２０１５年１０月３１日参照
（４）国際交流基金関西国際センター「アニメ・マンガの日本語」
<http://anime-manga.jp> ２０１５年１０月３１日参照
（５）東京外国語大学「TUFS言語モジュール《日本語》」
<http://www.coelang.tufs.ac.jp/mt/ja/>２０１５年１０月３１日参照
（６）川村よし子・北村達也「リーディング チュウ太」
<http://language.tiu.ac.jp> ２０１５年１０月３１日参照
（７）国際交流基金日本語国際センター「みんなの教材サイト」
<https://minnanokyozai.jp> ２０１５年１０月３１日参照
（８）国際交流基金関西国際センター「KCクリップ」
<http://jfkc.jp/clip/> ２０１５年１０月３１日参照
（９）国際交流基金シドニー日本文化センター「Classroom Resources」
<http://jpfsyd-classroomresources.com> ２０１５年１０月３１日参照
〔参考文献〕
国際交流基金バンコク日本文化センター（２００４）『日本語 あきこと友だち』、タイ紀伊國屋書店
国際交流基金バンコク日本文化センター（２０１１）『あきこと友だち Can-doハンドブック』、国際交流基金
バンコク日本文化センター
国際交流基金（２０１３）『海外の日本語教育の現状 ２０１２年度日本語教育機関調査より』、くろしお出版
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日
に
つ
い
て
、簡
単
に
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
２０
１４
／８
／２
０
ど
の
フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
が
い
い
？
ク
ラ
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
目
的
に
よ
っ
て
、有
効
な
フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
２０
１４
／８
／２
５
そ
の
バ
ラ
バ
ラ
会
話
、直
し
ま
し
ょ
。
教
材
談
話
構
成
を
意
識
し
な
が
ら
、会
話
文
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
２０
１４
／８
／２
７
こ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
文
型
２４
自
分
で
調
べ
た
こ
と
を
発
表
で
き
る
２０
１４
／９
／１
狙
い
は
シ
ン
シ
ュ
ツ
！
教
材
「
か
い
わ
」に
あ
る
新
出
語
彙
・
文
型
を
ス
キ
ャ
ニ
ン
グ
す
る
こ
と
が
で
き
る
２０
１４
／９
／３
つ
づ
き
を
か
ん
が
え
よ
う
文
型
２５
「
な
ら
」に
続
く
文
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
２０
１４
／９
／８
妄
想
会
話
力
教
材
絵
を
見
て
、状
況
を
類
推
し
ま
と
ま
り
の
あ
る
会
話
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
２０
１４
／９
／１
０
わ
た
し
た
ち
の
ロ
ボ
ッ
ト
話
す
２６
自
分
た
ち
の
ロ
ボ
ッ
ト
を
考
え
、良
い
点
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
る
２０
１４
／９
／１
５
急
げ
急
げ
急
げ
！
ひ
ら
が
な
ダ
ッ
シ
ュ

T
ea
m
T
ea
ch
in
g
ひ
ら
が
な
を
読
ん
で
、そ
の
字
が
あ
る
言
葉
を
言
う
こ
と
が
で
き
る
２０
１４
／９
／１
７
使
い
方
を
説
明
し
よ
う
話
す
２６
実
際
に
あ
る
も
の
の
使
い
方
を
説
明
で
き
る
２０
１４
／９
／２
２
毎
日
の
授
業
で
コ
レ
だ
け
は
日
本
語
で
！
T
ea
m
T
ea
ch
in
g
授
業
で
よ
く
使
う
教
室
用
語
を
聞
い
て
理
解
で
き
る
２０
１４
／９
／２
４
ど
の
音
を
言
っ
た
の

T
ea
m
T
ea
ch
in
g
近
い
音
を
聞
き
わ
け
る
、言
う
こ
と
が
で
き
る
２０
１４
／９
／２
９
ク
ラ
ス
を
ふ
た
つ
に
分
け
て
同
時
コ
ー
ラ
ス
T
ea
m
T
ea
ch
in
g
T
ea
m
T
ea
ch
in
g
で
、コ
ー
ラ
ス
の
さ
せ
方
２０
１４
／１
０
／１
大
き
な
声
で
オ
ー

ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク
声
を
出
し
て
元
気
な
雰
囲
気
に
で
き
る
２０
１４
／１
０
／６
先
生
に
コ
レ
だ
け
は
日
本
語
で
！
T
ea
m
T
ea
ch
in
g
書
き
方
・
読
み
方
・
意
味
を
日
本
語
で
尋
ね
る
こ
と
が
で
き
る
、答
え
を
聞
い
て
理
解
で
き
る
２０
１４
／１
０
／８
急
げ
！
急
げ
！
ひ
ら
が
な
マ
ッ
チ
ン
グ
リ
レ
ー
T
ea
m
T
ea
ch
in
g
ひ
ら
が
な
の
形
を
覚
え
、文
字
を
正
し
く
認
識
で
き
る
２０
１４
／１
０
／１
３
覚
え
る
ま
で
オ
ワ
レ
ナ
イ
T
ea
m
T
ea
ch
in
g
言
葉
や
表
現
を
覚
え
て
、正
し
く
発
音
で
き
る
２０
１４
／１
０
／１
５
１
回
は
先
生
と
話
し
ち
ゃ
お
う
T
ea
m
T
ea
ch
in
g
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
活
動
時
に
教
師
に
も
答
え
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
２０
１４
／１
０
／２
０
ご
い
り
ん
く
ゲ
ー
ム
T
ea
m
T
ea
ch
in
g
前
の
人
が
書
い
た
言
葉
の
最
後
の
字
を
使
い
、そ
の
字
が
含
ま
れ
る
言
葉
を
書
く
こ
と
が
で
き
る
２０
１４
／１
０
／２
２
先
生
と
両
思
い
？
T
ea
m
T
ea
ch
in
g
教
師
が
発
音
し
た
言
葉
を
正
し
く
聞
き
取
る
こ
と
が
で
き
る
２０
１４
／１
０
／２
７
先
生
２
人
で
２
倍
速
T
ea
m
T
ea
ch
in
g
文
字
カ
ー
ド
／絵
カ
ー
ド
を
見
て
、言
葉
や
表
現
を
正
し
く
発
音
で
き
る
２０
１４
／１
０
／２
９
リ
ー
ダ
ー
は
全
員
！
み
ん
な
で
読
め
ば
怖
く
な
い
読
む
２７
グ
ル
ー
プ
で
協
力
し
て
読
み
、内
容
を
理
解
で
き
る
２０
１４
／１
１
／３
Fa
ce
bo
ok
だ
っ
て
、も
う
日
本
語
で
書
い
ち
ゃ
う
ん
で
す
！
書
く
９
自
分
の
し
た
こ
と
と
、そ
の
簡
単
な
感
想
を
Fa
ce
bo
ok
に
書
く
こ
と
が
で
き
る
２０
１４
／１
１
／５
活
用
形
を
早
く
言
っ
て
、カ
ー
ド
を
出
し
て
、も
ら
お
う
！
動
詞
２７
教
師
が
言
っ
た
言
葉
の
活
用
形
を
す
ぐ
に
言
え
る
「見る！日本語の教え方」プロジェクトの実践
－３９－
２０
１４
／１
１
／１
０
い
ろ
い
ろ
な
文
型
練
習（
１
of
２
）
文
型
①
繰
り
返
し
／反
復
練
習
②
代
入
練
習
③
変
換
練
習
④
結
合
練
習
⑤
完
成
練
習
２０
１４
／１
１
／１
２
ど
れ
だ
け
お
ぼ
え
て
い
る
か
な

こ
と
ば
そ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
入
る
言
葉
が
言
え
る
２０
１４
／１
１
／１
７
い
ろ
い
ろ
な
文
型
練
習（
２
of
２
）
文
型
⑥
拡
大
／付
加
練
習
⑦
応
答
練
習
―指
示
付
き
Q
A
⑧
応
答
練
習
―個
人
Q
A
⑨
翻
訳
練
習
２０
１４
／１
１
／１
９
４
コ
マ
ま
ん
が
を
作
ろ
う
！
書
く
１１
場
面
に
あ
っ
た
４
コ
マ
ま
ん
が
が
作
れ
る
２０
１４
／１
１
／２
４
ち
ょ
こ
ち
ょ
こ
っ
と
変
え
る
だ
け
で
、ほ
ら
こ
ん
な
に
い
い
練
習
問
題
に
。
教
材
教
科
書
の
練
習
問
題
を
作
り
か
え
る
こ
と
が
で
き
る
２０
１４
／１
１
／２
６
ど
ん
な
気
持
ち
？
T
ea
m
T
ea
ch
in
g
場
面
を
考
え
て
、会
話
の
練
習
が
で
き
る
２０
１４
／１
２
／１
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
：「
ア
レ
ど
こ
行
っ
た
？
」な
ん
て
、も
う
言
わ
せ
な
い
。
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
作
り
方
が
分
か
る
２０
１４
／１
２
／３
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
の
は
有
名
人
！
文
型
３０
尊
敬
語
を
使
っ
て
聞
く
こ
と
が
で
き
る
２０
１４
／１
２
／８
多
言
語
教
室
ル
ー
ル
書
く
２３
教
室
の
ル
ー
ル
を
書
く
こ
と
が
で
き
る
２０
１４
／１
２
／１
０
ど
う
し
て

ど
う
し
て

文
化
お
互
い
の
国
の
イ
メ
ー
ジ
マ
ッ
プ
か
ら
自
分
の
相
手
国
の
イ
メ
ー
ジ
、相
手
か
ら
見
た
？
自
国
の
文
化
を
可
視
化
し
、考
え
る
こ
と
が
で
き
る
２０
１４
／１
２
／１
５
こ
の
一
枚
の
写
真
に
、あ
な
た
な
ら
、ど
ん
な
コ
ト
バ
を
の
せ
ま
す
か
教
材
写
真
に
つ
い
て
、簡
単
に
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
２０
１４
／１
２
／１
７
聞
い
て
か
け
る
！
わ
か
っ
て
書
け
る
！
書
く
聞
い
た
こ
と
を
理
解
し
、絵
と
文
を
か
け
る
２０
１４
／１
２
／２
２
三
人
寄
れ
ば
文
殊
の
知
恵
書
く
１７
友
だ
ち
の
悩
み
に
、ア
ド
バ
イ
ス
す
る
こ
と
が
で
き
る
２０
１４
／１
２
／２
４
お
ぼ
え
て
書
い
ち
ゃ
お
う
！
書
く
見
た
も
の
を
日
本
語
で
書
く
こ
と
が
で
き
る
２０
１４
／１
２
／２
９
カ
ル
タ
動
詞
動
詞（
辞
書
形
）を
聞
い
て
、理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
２０
１４
／１
２
／３
１
神
経
衰
弱
ひ
ら
が
な
ひ
ら
が
な
を
読
む
こ
と
が
で
き
る
２０
１５
／１
／５
本
物
の
メ
ニ
ュ
ー
を
使
っ
て
、学
習
者
の
や
る
気
ア
ッ
プ
！
教
材
食
べ
物
に
使
わ
れ
る
カ
タ
カ
ナ
言
葉
が
わ
か
る
、な
ど
２０
１５
／１
／７
日
本
人
と
い
っ
し
ょ
！
T
ea
m
T
ea
ch
in
g
気
持
ち
を
考
え
な
が
ら
発
音
で
き
る
２０
１５
／１
／１
２
私
の
…
好
き
な
人
を
紹
介
し
ま
す
っ
！
話
す
１３
人
の
外
見
や
性
格
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
２０
１５
／１
／１
４
先
生
の
目
T
ea
m
T
ea
ch
in
g
机
間
巡
視
し
な
が
ら
生
徒
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
が
で
き
る
２０
１５
／１
／１
９
路
線
図
を
攻
略
せ
よ
！
教
材
駅
の
漢
字
を
読
む
こ
と
が
で
き
る
／駅
の
乗
り
換
え
を
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
等
２０
１５
／１
／２
１
あ
の
グ
ル
ー
プ
の
言
っ
た
言
葉
は
？
ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク
他
の
グ
ル
ー
プ
が
言
っ
た
言
葉
が
わ
か
る
２０
１５
／１
／２
６
G
oo
gl
e
M
ap
だ
っ
て
教
材
に
教
材
１２
地
図
を
使
っ
て
、目
的
地
へ
の
行
き
方
の
説
明
を
聞
く
／説
明
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
２０
１５
／１
／２
８
自
己
紹
介
の
花
話
す
キ
ー
ワ
ー
ド
を
使
っ
て
自
己
紹
介
が
で
き
る
２０
１５
／２
／２
地
図
力
！
聞
く
１２
道
順
の
説
明
を
聞
い
て
、地
図
を
書
く
こ
と
が
で
き
る
２０
１５
／２
／４
先
生
あ
の
ね
話
す
授
業
外
で
も
先
生
に
質
問
す
る
こ
と
が
で
き
る
２０
１５
／２
／９
町
で
見
つ
け
た
日
本
語
話
す
２０
自
分
の
町
で
見
つ
け
た
日
本
語
を
ま
と
ま
り
の
あ
る
文
章
で
紹
介
す
る
こ
と
が
で
き
る
２０
１５
／２
／１
１
食
べ
る
？
飲
む
？
文
型
名
詞
を
聞
い
て
、動
詞
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
２０
１５
／２
／１
６
学
校
の
き
そ
く
話
す
２３
自
分
の
学
校
の
き
そ
く
に
つ
い
て
、ま
と
ま
り
の
あ
る
文
章
で
、動
画
で
紹
介
す
る
こ
と
が
で
き
る
２０
１５
／２
／１
８
次
は
私
話
す
マ
イ
ン
ド
マ
ッ
プ
を
書
き
な
が
ら
自
分
の
こ
と
を
話
せ
る
２０
１５
／２
／２
３
日
本
語
で
ほ
め
ま
せ
ん
か
？
T
ea
m
T
ea
ch
in
g
日
本
語
で
ほ
め
ら
れ
て
、理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
２０
１５
／２
／２
５
ど
ち
ら
か
え
ら
ん
で
！
動
詞
自
動
詞
、他
動
詞
が
わ
か
る
※
タ
イ
中
等
教
育
機
関
で
使
用
さ
れ
て
い
る
日
本
語
教
科
書
『
あ
き
こ
と
友
だ
ち
』
に
対
応
す
る
課
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